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論文内容の要旨
〔目的〕
1949年 Kelner は紫外線照射によって，一度死んだ Streptomyces菌が，可視光線によって生きかえ
ることを発見して大反響をよんだ。その後， E. coli その他ほとんど全ての生物種が，類似の光回復機
能をもつことがわかった。 Rupert (1957) らは，この光回復は，ある種の酵素の触媒によって，形質
転換DNAの紫外線障害が光化学的に回復することを証明した。その後の研究により，この光回復酵素














を用いた。光回復酵素活性は，以下のようにして求めた。 Hemophilus influenzαe の Sm r (Streptoｭ
mycin 低抗性株)の形質転換DNA の Sm S (Streptomycin 感受性株)への形質転換活性を指標とした。
SmrDNA をあらかじめ紫外線照射により，形質転換性を低下させておいて，その DNA と酵素の混合









カイコの越年卵から抽出された酵素分画は，紫外線で不活性化した Hemophilus influenzαe DNA 
と共存させて，可視光をあてると，能率よく DNAの生物活性(形質転換能)を生きかえらせる。しか
も，その光による回復効率は温度が下がると著しく低下し， 130C , 10分間での光回復活性は ， 370C で
の活性の約 1/10になり， 370C , p H = 7_ 2 リン酸緩衝液において，最適活性を示した。この酵素の分子


































5∞ 460 420 380 340 300 
( nm) 
カイコの光回復酵素の光回復作用スペクトル; 交雑種(春嶺×鏡月)
各波長での形質転換菌数が時時の形質転換菌数の 3倍に増加するのに要した光線量
(入射光子数に換算したもの)の逆数の相対値を光回復効率とした。
参考までに大腸菌の光回復作用スペクトルを点線で示してある。
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